




Bon Rituals in Northern Outskirts of Kyoto 
NAKAMURA Osamu
序
　盆とは旧暦 7 月 15 日の盂蘭盆会を中心とする前後数日の一












　京都の町中では 8 月 7 日頃に墓掃除をし，仏具
をみがくなどして，盆の準備を始め，盆の頃に各
自が墓まいりを行い，丁稚，女中，子守などの奉




























































































珍皇寺（東山区）。2008 年 8 月 7 日。











もしそうであるなら，珍皇寺や千本閻魔堂へ迎えに行った 8 月 7 日に精霊は家へ戻っているはずで


















2007 年 8 月 13 日。






























































































（上に 2 セット，右下に 1 セット）



























































左京区松ケ崎。2005 年 8 月 13 日。
写真 21　仏壇前の供え物
2 セットのほか，左端にカキの葉に載った供え
物がある。左京区花脊別所。2016 年 8月 15日。
写真 19　上に3セット，左下に1セットの
供え物がある









































る。左京区花脊原地。2007 年 8 月 15 日。
写真 25　川原仏
15 日に飾り付けをする。大津市葛川坂下。











2009 年 8 月 15 日朝。
写真 27　川地蔵
盆棚にお供えしてあったものが供えられてい






















































































































































































くのは，14 日夕方という家もある。八瀬では 15 日早朝に精霊を送り，供え物を流す。岩倉では供
え物を流すのは 15 日であるが，精霊を送るのは 16 日という家がある。一乗寺でも，供え物を流す
のは 15 日であるが，精霊は 16 日に地蔵尊の前で送るという家がある。五山の送り火が 16 日であ



















































（ 5 ）　　­「紅葉音頭」，『京都大事典』，淡交社，1984 年，
p.916。
（ 6 ）　　福原敏男「洛北における盆の風流灯籠踊り」，『国
立歴史民族博物館研究報告』第 112 集，2004 年，p.511。
長谷の灯籠踊りについては，中村治「盆の行事」，『洛北

































（2017 年 1 月 20 日受付，2017 年 6 月 5 日審査終了）





る。精霊を送るのは 16 日でも，接待を終えるのは 15 日というところも見られる。16 日まで接待をせずに精霊を送っ
てしまうのは，若嫁が実家へ「やぶ入り」あるいは「洗濯」と称して帰るのをできるだけ妨げないようにという配慮
によってであった場合が見られる。
　盆踊りは，京都市左京区市原野のハモハ踊り，松ヶ崎の題目踊り，北区西賀茂の六斎念仏などのように，先祖の霊
を歓待し，慰め，送るために，村という共同体によって行われた行事であった。しかし戦前には盆踊りはたいてい江
州音頭にあわせて踊られるようになり，踊る時期に関しては，精霊を送ってからという場合が多く見られるようになっ
ていた。それは，盆が先祖の霊をまつるための期間であるともに，この世にいる人たちの楽しみの期間でもあったか
らであろう。
　地蔵盆は，京都北郊では念仏講と呼ばれる講の人たちが中心となって行った行事であり，大念仏数珠繰り，ご詠歌
詠唱が行われていたが，京都の町中では，戦前には子どもを楽しませる行事となっており，京都北郊では昭和 30 年
代～昭和 40 年代に子ども中心の行事になっていった。
　地域社会の消失・核家族化が進んだ最近では，盆の行事はかつてのにぎわいを失っている。そして現代の人は盆の
行事をしようと思っても，何をしてよいのかわからなくなり，六道珍皇寺などで教えられる通りに行事を行うように
なり，地域の特徴が失われつつある。
【キーワード】墓参り，精霊，盆踊り，地蔵盆，川地蔵
